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１．緒言 
Supermix HS100(以下HS100) は気-液系(異相系)攪拌
において優れた性能を有する攪拌翼である。しかしながら、

工業的には大量生産、工程時間の短縮など高効率化が求
められるため装置条件は様々であり、特に液深の関係から

単体で使用することは少なく、多段で用いられることが多い。 
ここではHS100と高吐出型軸流翼Supermix HＲ100 (以

下HR100)を組み合わせた攪拌システムに関する実用化に向

けた種々の比較・検討を行った結果について報告する。 
２．諸条件及び実験方法 
本実験は「図-1」に示す (a)～(c)の各攪拌翼の組み合わ
せについて行った。図中(a)は従来から用いられてきた

Rushton Turbine(以下6FT)の2段、(b)は近年用いられる様
になったConcave Turbine (以下6CC)+3枚軸流プロペラ(以

下 3P)、(c)はHS100+HR100の組み合わせである。 
 

 
 

 
 

 
 

 

 最も重要な攪拌槽内の流動状態を把握するためPTVによ
る槽内流動解析を行った。また、上下の翼の相互作用につ

いて流動状態と動力面との関連性について検討を加えるた
め、多段動力特性の把握を行った。気-液系攪拌の性能評

価としては通気動力測定により同特性を比較すると共に、ガ
ス吸収性能（ＫＬa）を物理吸収法にて算出した。尚、他の装

置条件及び各測定方法については前報告 1)に準じる。 
３．実験結果及び考察 
  「図-2」に流動解析結果の一例を示す。輻流型である
6FT2段では、槽内のフローパターンは4分割される。互いの

領域の交流は弱く、槽全体における混合・分散状態(液流動
化作用）はあまり良いとは言えない。一方、軸流型HR100 を

用いたHS100 の組み合わせでは、上段翼から剪断場である
下段翼に集中する流れが形成されており、液流動化作用

(HR100)と剪断・破壊作用(HS100)を分け、効率的な働きの

分配を目的としたフローパターンが得られた。｢図-3｣に上下の
翼間隔：h/d を変化させた時の動力変化を示す。一定以上

の翼間になるとNp値が増大する。軸流翼とタービン翼の組み
合わせでは h/d＝1.0～1.5 が境界域となっているが、この翼

間以上では完全な独立型フローが形成される。結果として
上段翼の動力の影響が大となる因果関係が存在する。 

 「図-4」に通気動力特性、「図-5」にガス吸収性能（ＫＬa）

の比較結果について示す。HS100+HR100 の場合、通気動
力特性については中間的な結果となっているが、ＫＬa 値につ

いては他の組み合わせと比較して最も高く、槽内全域の分
散作用も同比較内において良好なことから、総合的に判断

するとHS100+HR100が最も優れた結果が得られた。 
尚、より液深：Z/Dが大となる場合はHS100+HR100 の多

段化が有効である。詳細は別の機会にて紹介したい。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
４．結言 
翼の作用を的確に分け、目的に合った流動状態を作り出

すことが重要である。気-液系攪拌では上段翼に軸流型の
翼を用いて液流動を促進させ、気泡の微細化は下段翼で

行う作用の分配が有効であると言える。また、HS100、

HR100 のように各作用に適した高性能の攪拌翼を用いること
により、実用化に向けた高度な攪拌システムの有意性を確

認した。今後、様々な用途に向けて同手法を浸透させたい。 
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図-1 攪拌翼の組み合わせパターン 

図-3 翼間隔に対する動力変化 

図-4 通気動力特性 図-5 ガス吸収性能 
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（測定ポイント：槽底部） 

図-2 PTV による流動解析結果 


